
垂 直 入 射 吸 音 率 測 定 シ ス テ ム

吸遮音材料の音響特性を測定

主要な周波数帯域を１本でカバー

豊富な測定可能音響特性

WinZacMTX は ハ ー ド ウ ェ ア

と ソ フ ト ウ ェ ア か ら な る 吸 遮 音 特 性 測 定

シ ス テ ム で す 。

材料開発か ら 、シミュレーションのため

のデータ取得ま で サ ポ ー ト し ま す 。

取 得 で き る 特 性 と 使 用 例

垂直入射吸音率

比音響インピーダンス

防 音 材 の 性 能 比 較

空間音響シミュレーションの境界条件として

周 波 数
[ H z ]

ロ ー ド ノ イ ズ

風 切 り 音

エ ン ジ ン 音

50 100 500 1k 5k 10k

吸 遮 音 材 で 注 目 さ れ る こ と の 多
い 帯 域 を １ 本 で 測 定 で き る よ う
に 設 計 し て あ り ま す 。 異 な る サ
イ ズ の 音 響 管 と サ ン プ ル に よ る
複 数 回 の 測 定 の 必 要 が な い た め 、
デ ー タ の 不 整 合 や サ ン プ ル の 用
意 や 測 定 に か か る 工 数 も 大 幅 に
削 減 で き ま す 。

標準管測定範囲

※  E V 系 ノ イ ズ 帯 域 等 の よ り 高 周 波 領 域 の 測 定 を 行 い た い 場 合 は オ プ シ ョ ン の 細 径 管 を ご 用 意 し て お り ま す 。
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詳 し い お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で

標準管 低域対応管
（オプション）

中高域対応管
（オプション）

高域対応管
（オプション）

内径 直径 40 [mm] 直径 100 [mm] 直径 29 [mm] 直径 15 [mm]

測定可能周波数範囲 
(参考値（20℃）)

200～4,900 [Hz] 50～1,900 [Hz] 350～6,800Hz 500～10,000[Hz]

測定方法 伝達関数法(ISO 10534-2, ASTM E1050, JIS A 1405-2（吸音率）, ASTM E2611（透過損失）準拠)

音響管

• 形状：円形
• 標準試料支持部(サンプルホルダ)材質：アクリル製(透明)
• オプション品：垂直透過管、緩支持ホルダ
※ 音響管の縦置設置可能
※ その他、カスタム仕様につきましてはご相談ください

測定可能音響特性

• 垂直入射吸音率
• 音響透過損失
• 複素音圧反射率
• 比音響インピーダンス
• 特性インピーダンス
• 伝搬定数
• 実効密度
• 体積弾性率
• 伝達関数
• 伝達マトリクス
• ランダム入射吸音率（推定値）
• 音響透過損失（推定値）

意図せぬ板振動の影響を緩和する工夫

従 来 の 音 響 管 で は 、 サ ン プ ル の 弾 性 と
支 持 境 界 に よ っ て 生 じ る 板 振 動 が 、 吸
音 率 測 定 結 果 に 影 響 す る こ と が 問 題 と
な っ て い ま し た 。

W i n Z a c M T X で は 、 緩 支 持 ホ ル ダ
と い う 独 自 開 発 の 支 持 機 構 に よ り 、 こ
の 影 響 を 大 幅 に 低 減 し ま す 。

サ ン プ ル を 緩 く 保 持 し な が ら 、
周 囲 の 隙 間 を 塞 ぐ 機 構 に な っ て い ま す 。

柔軟なソフトウェア構成

W i n Z a c M T X ソ フ ト ウ ェ ア は 、 他 社 製 音 響 管 に も 対 応 し て お り ま す 。 可 否 に
つ き ま し て は 、 お 気 軽 に お 問 合 せ く だ さ い 。
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